
新技術活用促進（発注者指定型）の取り組みについて
企画部施工企画課

公共工事等における新技術活用システム

新技術活用システムは、公共工事等における新技術の活
用検討事務の効率化や活用リスクの軽減等を図り、有用な
新技術の積極的な活用を推進するための仕組みであり、新
技術の積極的な活用を通じた民間事業者等による技術開
発の促進、優れた技術の創出により、公共工事等の品質の
確保、良質な社会資本の整備に寄与することを目的とする。

発注者指定型

施工者希望型

現場ニーズ、行政ニーズにより必要となる新技
術を発注者の指定により活用する型

契約前（技術提案）、または、

契約後（契約後提案）に基づき施工者が活用を
行う型

試行申請型

フィールド提
供型

テーマ設定型
（技術公募）

事後評価未実施技術を対象に、ＮＥＴＩＳ申請者
の試行申請に基づき試行を行う型。

具体の現場ニーズ等により、ＮＥＴＩＳ申請者か
ら新技術提案募集を行い、フィールドを提供し、
活用する型。
（個々の現場の“困った”を解決するために、
解決できる技術を公募して、発注者指定）

現場ニーズ・行政ニーズに基づき設定した技術
テーマに対し、応募のあった技術を現場で活用、
評価することで、新技術の現場導入及び評価の
加速化に取り組む型。

発注者指定型と施工者希望型の割合は？（本省記者発表より）

本質的な技術を増やしたい 簡易な安全対策や仮設物等が多い

発注者指定型 ＜ 施工者希望型

施工者希望型の活用率は高いが発注者指定型の活用
率は低い

中部地方整備局独自の取組
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中部地方整備局独自の取組（一例）

新技術講習会“実演の”様子（６月５日岐阜国道事務所）

講習会の主な目的

①職員に新技術活用の目的を知ってもらう
②なぜ発注者指定型新技術を促進するのかを知ってもらう
③新技術活用システムの仕組みをしってもらう
④忘れないで欲しいことを伝える
⑤便利なツールを紹介する
⑥新技術情報提供システムに馴染んでもらう

実演型の講習会で
“新技術の掲載情報”を確認できるようにする
“新技術の比較表”を作れるようにする

○新技術講習会は各県ブロックで開催

○講習会では参加者にアンケートを実施し、参考になった内容や更に充実して欲しいことをフィードバックする

☆“実演”型講習会には参加者にも操作をしていただき好評でした


